
y、

"""、極

:、
宅

改造プランによる駅前広場…苧書官マーメイドの緑

地帯は 3角形とな目、人魚の濁閣は噴水泡となる。

パス乗緯場は広場中央!こ寮閣に 4車、駅寄りにタ

クシ がおかれ、長野寺簡の駐車{ましめだされる。

け

tま

み
な
さ
ん
、
あ
け
昔
、
レ
て
お
阜
で
と
5
ご
ざ
い
ま
す
。

i
今
回
は
、
年
頭
に
ち
な

ん
で
、
駅
前
広
場
敬
盗
プ
ラ
ン
を
取
材
し
ま
レ
た
。
九
千
百
四
十
平
方
針
、
横
浜

・
川
摘
に
次
い
で
県
下
第
一
一
一
の
広
さ
を
も
っ
乎
擦
の
駅
前
広
場
を
、
今
臼
の
状
勢

に
合
5
よ
5
大
改
指
し
、
夜
連
山
田
時
の
桝
和
を
は
か
ろ
5
と
す
る
計
闘
で
、
早
け

れ
ば
筋
四
十
一
一
記
法
施
工
と
友
り
そ

D
で
す
。

都市計画課が、 4れ年から準備を
すす申で吉た、平塚駅前広場の改
道計画が、ちかくまとまる見とお
しとなりました。現在の駅前は、
昭 和4年戦災復興区画整理で完成
したものですから改造はjC数革ぷ
り。完成当時 1B平均 475.人だっ
た平塚駅の乗降客は、 If年後のい
ま日方2(1(lr入 管ζえて 21吾、 ζれ

につれて大型パスの発着も 1臼
1132関、構内タクシーは 7社で10
4台とふくれあがり、ラッシユに
はマヒ寸前の現状で、改修は急を
愛するとされてい設した。

敬造計富設立、都市計理事諜式戸、関
係機関の霊童認をまとめて原案をつ
くり、 41年春から東京鉄道管理簡
との協議にはいっていました.東
鉄管理局は昨年1?月市側に対案を
示し、市内関係機関も、ほぼこの
繋を了萌したため、駅前改造は、
閣鉄索令こ沿ってまと主主る公算が強
設ったものです。敬造異体案は在
留のとおりで、環在のグリーンベ
ルトは全部取り除き①駅正弱にタ
クシーと自家用停車場を設ける、
②パス発着墳は広場中央に移し、
パス線ベルト 4本を新設して14系
統を確保レ、 5ち 1系統は会社用
マイク口パス専用とする、③駅前
記燃しからパス索隊場へは将来地下
道で歩道をつけ、東西にも地下道
をつける、④マーメイドのある
グリーンベルトだけ形を変えて浅
し、治や日高水をつける、などを骨
子としています。
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(2) 

関
註
射
の
掴
人

通
知
制
を
全
焼

労
カ
数
出
品
の
保
健
指
導
へ

民
守
鋭
衛
生
説
は
、
い
ま
ま
で
、

制度改正によって、有権者が市外へ

転居するときは、選挙管理要員会が

尭行する選挙人名誘致録証明書また

は未畳韻証明書をお持ち〈ださい.

これを転入瞳といっしょに転置先の

市町村投場へお践し〈だきい.この

手続きをしておかないと奪三居先の華

投票できな

いことになります.民対に、乎塚へ

転入してきた人も河と手続きが，0聾

です。

市民で、あらたにi禽20オになった人

石、理挙人名簿への畳録を申し出て

〈ださい.選挙管理委員会は市投所

4捕です。

第 183号
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第3次一住居表示@

〆¥
八
科
に
三
百
名
の
訓
練
生

平
塚
職
業
訓
練
所
で
募
集

昭和42年 1月158 



第 183号

た
な
か
議
ら
入
選

規
お
く
恋
し
い
選
挙
ポ
ス
亨

i

自
治
省
と
公
明
叫
選
挙
連
関
が
辛
鍾
ハ
ム
詩
碑
し
て

い
る
、
四
十
一
年
度
。
一
明
る
く
正
し
い
選
挙
e

冊
目
発
向
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
地
方
審
査
の
表

彰
式
が
、
昨
日
早
十
二
月
一
一
百
横
混
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
ピ
ル
で
行
な
わ
れ
、
平
塚
で
は
次
の
人
た
ち

が
安
東
し
ま
し
た
。
(
敬
称
略
)
。

マ
一
一
等
入
選
・
た
な
か
よ
レ
お
〈
崇
替
小
一

年
〉
、
塚
越
に
惑
〈
平
塚
ヱ
世
間
授
一
年
)

マ
一
一
一
等
入
選
・
い
し
い
あ
さ
お
(
富
士
見
小
一
一

年
)
、
早
慢
京
子
〈
向
六
年
)
、
た
け
い
ふ

み
の
(
向
一
年
〉
、
松
本
梅
干
(
属
探
高
校

二
年
)

ー
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-
市

が
発
注
す
る
物

晶
画
印
町
制
・
修

繕
な
ど
の
入
札

に
奉
加
し
た
い
業
者
は
、
総
務
部
討
の
事
前
番
査
を
受
け
、

政
誤
用
度
係
へ
、
競
争
入
札
参
加
資
な
け
れ
ば
な

υま
せ
ム

洛
審
査
願
書
を
お
出
し
く
だ
さ
い
。
き
の
あ
る
講
者
は
紫
時

建
設
ヱ
事
関
係
・
市
の
建
設
工
事
?
を
す
し
、
新
規
に
参
加
1

請
け
負
い
た
い
業
者
は
、
建
設
部
益
者
広
、
年
に
一
度
閉
山
機
会
で
す
か
ら
、

理
課
あ
て
、
競
争
入
札
参
加
資
格
審
早
め
に
手
続
吉
を
@

変
申
請
蓄
を
お
出
レ
く
だ
さ
い
。

(3) 

×
 

〈
昭
和
四
一
・
一
二
・
二
六
)

市
長
加
藤
一
太
郎

と 正予J'!22E(箆)13S寺

ところ・農業会重量

豊富講，貴$世界の動会と毘本(東海大学教授/東大講都

未松満氏)覇軍暁商・ヒマラヤ騨判明記録ーギヤチユ

に記章品呈覇新有権者の畳録も受付ける。印持参を

41イド101112日から4211'3凡2日正でグ)IH]にぷ'201をむかえる

人で、 1';長!こ 3 か月以上住んでいる人~;l: ，必ず選挙人名簿へ

登討するよう中1.!I:てください 手続き印をもって選挙管

深安討会(di役所H皆)へ "11'，しイーだけはよく、本人がこれ

ないときは代J.~人でもかまいません。ことし 3 月内定時登録

lま， 1問権による登録がなく，本人が申し出ないと. 4月町

一地方選挙 (j)j長.，1;，義'県議選)に投票できなくなりま

す。こ、で登録手続きを妥する人は，昭和21年101112日から

22年 3月 2日まてに生れた人です¥

(22) 1700一平塚市選挙管理委員



の
事
情
に
左
右
さ
れ
る
ゆ

K]が
多
い
。

j
i
蒸
宇
の
多
少
は
、
市
の
収
支
の

う
え
で
、
あ
ま
り
問
題
に
す
る
ζ
と
で

は
な
い
、
と
い
5
己
記
に
な
り
設
す
か

脇
陣
木
・
そ
う
い
5ζ
と
だ
。
剰
余
金

で
、
市
政
相
同
当
者
を
諒
慨
す
る
こ
と
は

当
ら
な
い
。
む
し
ろ
、
予
算
の
効
果
的

注
調
佑
が
問
題
だ
。
収
入
予
算
は
召
Mm

っ
か
む
、
支
出
予
算
は
計
同
期
事
業
を
完

全
に
や
り
と
け
る
i
乙
甲
」
ニ

t
一一一年は

と
く
は
予
算
の
完
全
消
化
が
行
な
わ
れ

て
い
る
，

i
i
一
部
屈
の
財
政
状
況
で
は
、
建
設

開
聞
は
異
例
の
五
一
・
閤
%
だ
が
、
不
況

が
税
収
に
彫
響
す
る
た
め
、
一
一
一
十
九
年

度
は
単
年
度
赤
字
と
な
り
、
加
え
て
峠

に
き
た
支
出
場
に
耐
え
る
た
め
、
財
政

一
調
整
基
金
一
一
千
万
円
争
と
り
く
ず
す
、

一
と
発
表
レ
ま
レ
た
し
、
市
長
も
「
弾
力

』
引
日
引
引
M
U
U
U
U
U
M
E
I
-
-
7
l
i
l
h
u
i
l
i
-
-
4
1〉
1

h

v

i

l

i

-

-

L

引
4

1

2

日
日
刊
ν
R
M
R
V引
1

1

u

u

u

1

1

M

h

v

u

H引
U
h
H
H
H
G引
引
l
i
j
i
i
討
U

一

一
性
を
矢
な
き
」
正
も
党
慣
で
予
算
を
編

方
ケ
ー
ス
と
い
え
る
@
一
て
い
た
。
そ
の
第
一
は
、
市
民
の
担
税
一
は
現
在
十
綱
方
人
だ
か
b
一
一
蓄
を
は
る
一
1
0
1
1
1
財
源
を
で
古
る
だ
け
多
く
と
ら
一
成
す
る
」
と
表
明
し
た
の
で
す
が
、
現

金
昌
一
@
抜
群
一
ι
ι
$
0
1
4
0
1
3
一
般
・
罰
金
会
計
を
合
算
す
友
カ
の
よ
さ
だ
。
経
済
不
況
の
と
更
す
に
こ
え
て
い
る
。
九
O
蓄
の
室

7ι
丈
そ
れ
で
で
嘗
る
だ
け
多
J

喜
一
夜
、
弾
力
性
と
い
う
点
で
は
i

の
担
税
識
か
一
君
、
平
塚
の
予
算
震
は
、
霊
八
一
他
市
高
収
の
伸
び
2
1
5
%
に
一
納
税
は
と
毎
年
続
い
て
い
る
し

J
L一
事
を
す
る
、
綴
じ
り
は
と
ん
と
ん
に
い
一
青
木
ニ
ニ
十
九
年
度
か
ら
平
年
度

事
若
宮
一
十
六
億
六
千
万
円
、
前
年
度
む
七
十
六
鈍
佑
し
た
と
き
も
、
平
塚
市
は
ず
っ
と
右
京
事
大
吉
な
力
に
な
っ
て
き
て
と
い
5
財
政
運
営
を
す
る
:
一
に
か
け
て
、
経
済
不
況
て
税
収
器

1
1
富
諜
で
は
、
十
二
月
に
第
一
一
一
一
億
円
に
見
守
十
億
円
前
号
室
で
一
二
O
%
の
岬
び
憶
を
続
け
た
。
こ
え
た
。
一
票
・
そ
れ
が
重
だ
ろ
5
q
そ
一
容
と
ま
る
と
い
5
、U
闘
が
あ
っ
た
e

z習
の
財
政
蓄
を
公
表
し
き
一
ナ
。
一
一
一
十
五
年
ど
ろ
か
ら
毎
年
度
高
官
、
景
気
に
覇
に
左
右
さ
れ
る
企
業
一
第
二
は
、
受
構
造
問
り
な
か
で
、
競
一
れ
が
な
ぜ
で
吉
本
い
か
、
と
い
5
え

τ士
、
多
額
の
支
払
い
(
予
算
義

た
@
そ
の
内
容
は
別
衰
の
と
お
り
で
す
下
十
議
思
最
高
肢
を
続
け
て
一
が
少
な
か
っ
た
た
め
だ
。
現
在
、
一
般
京
競
馬
と
い
5
欠
か
か
せ
な
い
特
殊
互
依
存
財
源
に
か
け
る
期
待
実
て
一
務
負
担
|
当
時
十
八
銭
円
玉
、
予
算

訓
告
あ
蝿
明
言
、
青
木
総
務
部
長
に
、
一
き
た

Eに
な
る
わ
け
で
す
が
。
一
喜
一
一
千
億
円
の
約
半
分
十
五
翠
一
一
千
一
源
を
も
っ
て
い
る
ζ
と
だ

J
む
収
益
7
5
兎
と
お
し
が
襲
来
訟
で
つ
富
有
用
が
つ
か
え
、
他
市
語
ら
っ
て
支

財
政
の
棄
を
や
さ
し
く
説
訴
し
で
も
一
票
・
う
ち
の
震
の
特
殊
性
と
み
一
万
円
(
5
・
五
%
添
市
税
収
入
玉
、
官
、
己
申
L
数
年
、
一
般
会
計
財
源
の
二
一
な
い
た
め
だ
a

留
患
遺
棄
市
懐
古
を
お
さ
え
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
事

ら
お
5
と
思
い
ま
す
。
季
、
八
十
旦
る
べ
き
も
の
だ
@
一
一
一

γ八
年
度
の
富
一
納
税
成
績
は
九
九
・
四
%
を
己
売
人
一

o章
、
b
一
一
五
%
を
支
え
て
き
た
。
市
一
な
ど
の
依
存
財
源
は
、
四
十
年
度
五
億
石
が
あ
っ
た
・
る
た
め
、
税
収
器

億
円
と
い
う
予
算
規
模
に
つ
い
て
i
e
一
規
模
と
比
叡
す
る
と
、
一
般
会
計
は
一
一
一
一
口
十
万
以
ょ
の
都
市
で
は
章
第
一
位
宮
入
の
半
分
に
あ
た
る
額
て
建
設
一
一
一
一
千
万
円
ハ
一
七
点
%
〉
も
あ
っ
た
が
一
び
は
と
ま
な
い
主
と
し
て
収
李

登
?
四
十
一
年
九
月
の
予
申
告
譲
一
年
調
で
十
憶
も
の
び
て
い
る
。
市
民
の
一
だ
。
人
口
一
万
人
に
対
し
て
一
億
自
の
一
費
の
群
を
ぬ
く
議
事
。
、
こ
れ
が
支
え
一
い
ず
れ
も
九
月
以
降
で
な
い
と
は
い
つ
一
慣
習
官
組
み
、
思
い
切
っ
て
、
ぎ
り
雷
り

は
、
一
般
会
計
一
一
十
九
億
、
特
別
会
一
計
一
要
望
に
必
死
に
応
じ
て
き
た
結
果
だ
一
税
収
の
あ
る
都
夏
、
標
準
以
よ
量
一
て
言
。
一
て
長
い
し
、
特
殊
財
源
の
競
輪
競
馬
一
い
っ
ぱ
い
の
支
出
予
算
を
聖
し
た
。

は
九
会
計
で
五
十
五
億
、
あ
わ
せ
て
八
一
が
、
そ
れ
に
し
て
も
、
収
入
に
恵
ま
れ
一
市
と
い
わ
れ
て
い
お
。
平
滋
市
の
人
口
も
い
ち
ば
ん
収
益
の
あ
が
る
の
は
正
月
一
税
収
が
と
ま
っ
て
い
た
ら
、
赤
字
を
出

十

凶

億

円

と

い

号

」

と

だ

っ

た

e

手

の

競

輪

だ

か

ら

、

予

算

は

あ

っ

て

も

使

え

一

し

、

宮

政

運

営

は

硬

化

レ

で

い

た

と

忠

一

角

昨

年

十

二

月

末

で

、

一

般

会

計

は

な

い

。

校

竺

と

亘

に

し

て

も

ま

一

平

方

一

う

が

、

そ

の

心

配

は

な

く

、

と

詰

り

ぬ

は

じ

め

て

一

一

千

億

円

を

こ

え

た

e

人

口

問

級

の

工

事

と

な

る

と

工

期

は

六

t七
一
け
る
こ
と
が
で
き
た
。
税
収
に
不
安
一
が

十

一

樹

万

人

の

市

で

、

予

算

が

ニ

千

億

円

か

尽

は

か

か

る

。

九

月

に

予

算

化

し

な

一

な

か

っ

た

と

い

5
ζ
t
M炉
、
平
塚
市
街

を
こ
主
と
い
D
こ

と

は

あ

ま

り

な

い

と

年

度

内

に

は

完

成

で

者

い

な

い

E
一
政
の
現
在
を
支
え
る
い
ち
ば
ん
の
京
動

ぃ

。

市

民

ひ

と

り

当

り

二

万

円

以

ょ

の

に

な

る

。

年

度

剰

余

金

の

多

少

は

、

ζ

一

カ

と

な

っ

た

と

い

え

る

e

予

算

を

編

成

し

て

い

る

わ

け

で

、

特

別

1

1

1

1

1

1

l

i

l

i

-

-

引

|

|

教
育
優

F
6灯
を
か
か
げ
続
け
た
歴
代

市
長
の
努
力
の
た
ま
も
の
と
い
え
る
.

潜
通
教
鐙
や
学
校
給
食
・
特
別
教
室
の

骨
暗
躍
隔
を
担
え
、
体
育
館
も
ま
も
な
く
金

授
に
臨
麗
で
宮
る
し
、
校
地
は
滋
議
し

て
各
授
と
も
一
滋
性
規
模
を
被
保
し
た
。

現
筏
、
古
い
木
造
校
告
か
ら
鉄
筋
二

t

一
一
一
抽
聞
の
永
久
授
告
に
改
築
す
る
咋
業
を

す
す
b
て
い
る
し
、
学
校
ア
l
ん
も
手

を
つ
け
、
地
震
一
館
あ
ナ
ふ
り
公
民
館
も

大
野
・
土
沢
を
残
す
だ
け
と
な
っ
た
。

鬼
窒
の
机
と
椅
子
も
ス
チ
ー
ル
製
可
動

式
の
も
の
に
総

J

入
れ
か
え
を
行
な
5
な

ど
、
市
内
相
廿
強
奨
に
カ
を
入
れ
る
段
階
を

む
か
え
て
い
る
.

消
防
施
設
猛
備
に
し
て
も
T
か
年
計

溜
を
お
え
、
い
ま
鰐
一
一
一
番
一
筒
の
雨
明
防
暑

出
張
所
登
恩
師
土
手
に
建
議
、
は
し
と

車
平
、
レ
イ
ン
ジ
ャ
ー
訓
練
塔
、
一
一
台

(4) 第 183号〈第3種郵便物認可〉

f重用料/手数料(4.9%)麟盤
ンタビュー青木総務部長との 2

宮下年12月、財政課は37図sQJ財政状況を公表しました。 40年度全額決算と41年度前領収支を内容とするも

のです。今回の財政状況では、¢財政規模はこの年度も12億円滋高85億円。こ接近した、②一般会計は金額

様曜をぬき人口14万でお銭とい5高水準こ壊しょ 5としている、③税収は経済不況をはねかえして平年度

なみの伸び宅告示し、市財政に弾力性を与えた、④競馬穏健権の3年延長が認められ言十軍事外に 5鐙以上の財

源をもつことができた、③建設費はいぜん40%台の高率だが、消質的経費が持量産量、 41年度では消費的経費

の方が多しh ⑤生日牢度決算じりは1緩3600万F弓の黒字であり41年度収支也前期末5億8466万円の入超で経

過レ7之、などの諮点が注閉ざれます。今回はおもむきをかえ、財政状況はB出演に要約して、 E重点ポイント

を長い財政騒をもっ青木総務部長に諮ってもらいました。

5
が
住
民
負
担
の
状
祝
は
ど
岳
で
入
れ
金
は
、
現
在
七
銭
六
千
万
円

ナ

i

あ

る

と

い

わ

れ

ま

す

が

;

串
岡
木
・
一
般
金
計
一
一
一
十
億
円
の
青
木
・
大
蹴
省
資
金
滋
用
部
や

ニ
分
の
一
十
五
憶
が
市
出
国
の
負
担
邦
政
省
簡
易
保
険
聞
な
ど
か
b
一
長

で
あ
り
、
ひ
と
り
平
鈎
一
方
向
の
銅
器
り
入
れ
し
て
い
る
が
、
閣
の

濁

り

告

い

で

、

規

曜

に

よ

る

計

調

的

健

全

性

に

お

い

て

私

私

一

3だ
。
以
前
毎

平
塚
山
議
準
以
よ
会
議
捌
諸
相
官
る
返
済
額
が
税
収

の
都
市
と
さ
れ
て
み
待
係
削
除
俣
の
一
O
%
以
内
と
い

J

い
る
が
、
こ
れ
は
、
抽
出

γ時
ぜ

う

基

準

が

あ

っ

た

税

負

担

が

騒

い

と

が

、

平

塚

の

億

年

の

い
き
」
と
と
は
別
で
あ
る
。
貧
路
一
万
到
返
済
合
は
合
計
六
2
七
千
万

の
市
で
は
、
条
例
で
制
制
限
税
曜
を
円
だ
か
ら
、
ま
だ
ま
だ
許
可
さ
れ

設
け
て
様
準
以
よ
り
課
税
を
し
て
る
。
品
公
害
多
い
市
民
む

い
る
と
こ
ろ
も
長
い
が
、
平
塚
は
し
ろ
財
政
が
脇
田
か
だ
と
も
い
え
、

地
方
税
法
の
標
準
税
事
で
納
税
を
現
在
の
負
債
と
現
在
の
財
政
安
広

お
額
い
し
て
い
る
。
較
し
て
問
題
は
な
い
@

の

ば

で

例
の
な
い

予
算
規
模

ム「平載をパランスのとれた都市!こ完成することだ.>oJ
平塚市財政のこれから在籍る禽木一郎総務部長

あ
て
は
ま
ら
な

い
黒
字
議
論

i
l
た
し
か
に
最
近
、
区
画
整
理
に

し
て
も
、
選
時
間
や
教
育
施
設
や
消
防
や

橋
な
ど
に
し
て
も
、
相
次
い
で
で
吉
あ

が
っ
て
、
高
串
と
い
わ
れ
る
媛
設
費
の

成
裂
が
闘
に
み
え
て
い
ま
す
が
、
慰
政

収
支
の
方
は
ど
亘
な
っ
て
い
ま
す
か
。

青
木
・
健
全
そ
の
も
の
と
い
え
る
。

一
一
一
十
九
年
度
は
実
質
赤
字
と
発
表
し
た

が
、
四
十
年
度
は
一
億
三
千
万
円
も
制

余
金
が
残
っ
た
。
し
か
し
、
剰
余
金
、

い
わ
ゆ
る
索
宇
や
赤
字
が
4
9
い
少
な
い

の
議
論
は
地
方
慰
肢
に
は
あ
て
は
ま
ら

な
い
、
あ
ま
り
剰
涙
金
を
出
し
た
草
度

は
、
企
業
じ
ゃ
な
い
ん
だ
か
ら
、
伊
鋭

的
に
は
芳
し
い

f
Eで
は
怠
い
。

-司町四'‘

も喜善設費電〉

健全な民主政治め発達民選挙に

対する国E唱のIllil援が深まワ。鳴る

{jEしい選挙が行なわれるように

なってはじめて可能である.この

窓味で，薪し〈有機者となった予奪

三手男女隷君の鈍縛'"疋毒薬感t.
鮮な感覚に期待するところはきbめて大怠い.民主政治。と〈にヨ

に腐する感想文を著書いてもんい。選挙に対する認織と政治常鶏の向上

主権者意書誌の傍獲に役立てたい. .療機・ 4ω字づめ原稿用紙S枚以

内。密総務.1 R31日までに東京中失郵健局区内自治省選挙局管理線

.て送ること。当自の鴻却まマ有効e 毎2者・ 1等".ω0内2等10，6∞
内. ，等50∞肉.割応募者の住所・氏名金生駒生年月 8.磯業・募

集をなんで知ったかなど家尽に明間のこと.

関
晃

を決める。覇権することなく、

る人位、かならず投薬しよう。

灘趨麗磁溜騒騒騒纏顕揚躍盟議室読務思議誇語講套蓑L



長
の
い
う
吉
め

P

」
ま
か
い
行
政
を
確
保

一
し
て
い
く
た
め
に
も
管
理
海
営
裂
の
確

一
保
は
重
要
だ
@
こ
れ
を
備
し
ん
で
い
て

一
は
せ
っ
か
く
の
施
設
は
と
ま
っ
て
し
ま

一
5
0
今
後
は
世
資
的
経
費
の
民
事
は
安

一
定
の
方
向
に
む
か
い
、
消
費
約
経
費
と

一
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
ζ
ど
に
な
る
だ
ろ

一
5
。
建
設
費
の
需
用
は
ま
だ
沢
山
あ
る

一
が
む
ず
か
し
い
と
こ
ろ
だ
。
発
展
と

一
は
、
人
口
が
み
え
る
ζ
と
で
も
な
い
し
、

一
部
閣
聞
が
拡
が
る
こ
と
だ
け
で
も
な
い
は

!
会
下
水
道
ひ
と
つ
言
っ
て
一
霊
裏
事
国
ど
お
り
進
ん
で
い
一
あ
た
ら
し
い
施
設
を
つ
く
り
あ
げ
て
い
一
ず
。
ひ
と
口
に
い
っ
て
、
バ
ラ
ン
ス
の

も
還
ま
で
に
は
一
一
千
年
間
と
百
億
円
一
る
レ
、
教
育
施
設
義
務
教
事
室
一
る
と
い

vZけ
て
建
設
賓
と
問
じ
高
一
と
れ
た
都
市
を
完
成
さ
せ
る
主
だ
と

を
援
す
る
と
い
わ
れ
ま
す
。
審
議
一
が
つ
い
た
の
て
思
い
切
っ
て
一
一
万
一
一
一
一
い
議
で
人
件
費
、
物
件
費
、
維
持
管
事
。
ま
よ
い
、
明
る
い
、
ゆ
た
か

霊
多
額
の
財
政
支
出
菜
め
ら
れ

τγ
平
方
M
の
霊
安
市
役
所
北
堅
持
亘
書
毒
し
て
い
る
。
る
露
呈
な
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
い
え
と

ま
レ
ょ
う
が
よ
」
れ
か
ら
、
当
一
聞
の
山
田
一
ざ
た
数
億
円
で
草
山
セ
ン
タ
ー
を
つ
直
室
逐
は
宣
車
に
考
え
て
い
か
ね
ば
一
い
き
主
だ
。

政
重
点
と
い
え
ば
i

一
く
る
こ
と
に
な
っ
た
。
学
区
湾
矯
成
が
一
な
ら
な
い
。
消
防
署
出
張
所
ひ
と
つ
つ
一

i
i
i
i
i
i
i
i
s
i
i
i

申
宵
+
?
や
は
り
土
木
と
教
育
と
い
5
一
ず
す
ゆ
ば
、
新
設
授
の
建
設
も
出
て
己
一
く
れ
ば
最
底
十
六
人
の
消
防
士
、
九
十
一

zi--e・g
-

歳
末
た
す
け
あ
い
に

と
£
だ
言
。
議
会
事
長
品
五
講
一
ょ
う
し
、
い
ろ
い
ろ
あ
る
が
、
章
一
人
震
の
一
保
育
所
で
は
十
入
量
績
が
一
日
同
汚

hg一
問
主
方
向
が

顕
・
琉
情
の
九
O
M
m
が
点
木
だ
し
広
穂
一
は
、
建
設
に
レ
て
晶
、
教
育
施
策
に
し
一
即
座
に
要
求
さ
れ
る
。
投
資
的
な
超
一
世
一
寄
せ
ら
れ
、
十
一
一
月
二
十
六
日
、
毛
布

パ
ト
ロ
ー
ル
一
一
一
年
閣
の
比
率
を
み
て
も
一
て
も
長
角
的
に
す
す
む
る
ζ
と
に
な
る
一
費
ば
か
り
に
カ
を
ス
れ
て
い
て
は
、
百
一
・
下
着
な
ど
の
品
物
に
か
え
て
、
市
内

そ
う
だ
。
隣
構
行
政
と
い
5
議
時
で
は
一
と
田
相
主
。
一
常
の

J

サ
ー
ビ
ス
に
低
下
を
古
た
す
。
市
一
約
一
千
世
帯
に
配
分
さ
れ
ま
し
た
a

怒
し
%
だ
れ
が
か
で
も
当
面
の
問
題
一
室
の
事
コ
ひ
と
つ
の
問
題
は
二

は
そ
ζ
一だ。
ζ
一
ご
に
重
点
を
お
い
て
い
一
口
に
い
っ
て
管
窓
溜
営
費
の
値
保
だ
e

か
ね
ば
な
ら
な
い
と
患
っ
て
い
る
。
一
年
々
の
高
曜
な
昆
病
理
裂
は
、
そ
れ
だ
け

る。
i
i高
い
建
設
間
関
に
よ
っ
て
、
と
く

に
あ
げ
て
き
た
成
果
と
い
え
ば
・
.

脅
木
・
平
凡
な
都
市
だ
か
ら
行
政
会
m

ー
一
所
を
ち
か
く
つ
く
る
一
が
、

i
一
一
一
一
分
の
一
般
に
平
均
し
て
力
を
入
れ
て
宮
だ
が
覇
一

一

山

守

一

ひ

と

つ

だ

。

一
残
り
四
時
服
が
使
え
る
の
で
、
計
闘
の
線
一
市
改
遍
と
い
5
磁
一
で
、
区
鴎
獲
壌
を
向
均
一

一
り
ょ
げ
施
工
、
蓄
量
畿
の
震
を
一
成
さ
せ
た
議
第
一
だ
ろ
5
。
震
と
一

i
平
塚
は
こ
れ
か
ら
民
生
福
祉
の
一

宮
い
ピ
ッ
チ
を
あ
げ
て
い
る
。
る
一
街
路
は
湖
南
随
一
と
な
り
ご
」
れ
は
由
一
罰
に
も
援
護
に
手
を
つ
け
る
よ
D
に一

唱

ピ

ッ

チ

あ

ず

る

ず

申

第

二

花

水

小

の

用

地

震

で

霊

一

佑

と

も

に

評

儲

さ

れ

て

い

る

。

事

立

ま

と

考

え

て

よ

い

の

で

す

が

z

一

明

第

二

次

五

か

年

一

犠

構

霊

ど

ま

で

手

を

つ

け

る

を

が

一

営

区

一

回

轄

警

官

開

設

出

さ

せ

、

八

婚

須

賀

一

青

木

品

湾

市

長

什

件

、

と

に

か

く

一

共

一

で

差

。

車

四

年

度

ま

で

の

鰐

一

一

次

一

線

、

竺

・

第

一

一

霊

童

話

喜

一

戦

災

復

興

に

憲

章

お

く

と

い

昌

弘

持

一

一

向

、

一

五

か

年

計

事

芸

消

化

は

問

題

な

一

蕊

章

、

駅

前

広

場

ω妻
、
防
災
街
一
ち
で
す
す
め
た
人
だ
。
そ
の
あ
と
を
つ
一

れ
事
は
、
ぃ
芸
で
よ
り
規
模
一
い
わ
れ
ま
す
。
現
在
の
財
政
の
神
び
足
り
な
い
。
市
の
ば
あ
い
も
足
り
な
い
一
ぃ
。
そ
の
あ
と
の
第
三
次
五
か
年
計
館
一
区
な
ど
を
完
成
し
て
い
く
@
一
い
た
戸
川
市
長
室
生
建
設
に
力
を
入
一

話
一
の
大
差
事
業
が
続
い
て
い
く
よ
う
で
才
、
現
行
制
制
度
の
な
か
て
こ
れ
を
ま
一
護
、
霊
年
度
重
に
伸
ば
す
ζ
と
一
は
ス
ケ
ー
ル
も
ち
が
っ
て
く
る
し
五
一
第
二
長
育
施
設
整
備
霊
も
あ
げ
す
、
現
市
長
で
ひ
と
ま
ず
仕
よ
げ
を
し
一

急
一
ず
。
公
共
下
水
道
に
し
て
も
、
霊
園
に
一
か
な
っ
て
い
け
る
か
ど
5
か
i

一
で
緩
め
合
わ
せ
る
し
か
方
法
は
な
い
。
一
画
は
む
ず
か
し
さ
を
強
め
る
だ
ろ
三
ら
れ
る
二
一
襲
警
つ
い
に
や
ら
な
一
て
し
ま
昔
、
宝
げ
を
し
て
、
在
一

議
一
レ
て
も
、
道
路
に
し
て
も
。
今
後
安
一
票
卒
直
に
い
っ
て
で
吉
そ
う
に
一
現
在
、
平
塚
市
は
新
市
霊
響
沃
一
第
二
次
ま
で
の
十
年
さ
れ
ま
で
の
懸
一
か
っ
た
の
主
題
に
仰
の
な
い
こ
£
一
だ
一
5
つ
っ
て
い
言
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昭和42年 1月訪日(5) 

初年度決算は 9会計合算でお鏡39
78方向を収入、 84億5648万円を支出

しました。予算出歳入が 101笥 9%、
搬出が 98.7%の執行事で、一般会

計の剰余金は 1鍍4030万円、向一役

会計内の自主E財澱は82.6%、投資的

経費は46.4%の高率を示しました@

また、「役会計の歳出決算額は29鐙
2873万円、特別会計盟会計台芸事の歳

出決算額は65億 1177万円、一般会計

....L.. 
s、

間
の
救
急
車
な
ど
考
え
母
き
に
な
っ

て
い
る
。

襲
業
経
済
践
に
し
て
も
、
エ
築
部
地

の
造
成
を
お
え
、
こ
れ
に
よ
っ
て
閣
信

街
も
活
況
を
患
レ
、

あな

事!
をご利潤ください

もどって投票する手数をはぷ〈ため

不を場投薬儀瞳の利用をおす・めし

ます.設梨宮の鶴自までに布役所4

掬遜俗管寝苦島j司会事務局へおこしに

なれIt.平塚で不主義者投携をする ζ

とができます. <わし〈は(22)1字00

.(忽)5457・(22)5458ヘお電話も

全体の40.6%を占めました。

度競輪競馬で

あげました。

重覇会計百uの歳出決算書軍

①一般会計 29鰭2873方向

②競輪事業会計 31鍍4318万円

③競馬事業会計 19億6320万円

③自翼民健康保険会計 2鐙1097方向

⑤留保診療所会計 144万円

⑤繍易水道会計 2432万円

¢都市改造会計 1鐙1044方向

③農業共演会計 1957万円

③下水道事業会計 3865万円

翠一般金計費!3/JU決算額

市税収入13鐙7535方 向 (44.8%)
諸収入 §鐙1825万 円 (29.9%)
E菌県支出金3億5740万Cll.69百〉
市蜜 1銭6020方 向 (5.2'3百〉

使用制等 1億5064万円住吉%)

その他 1億:0718万 円 (3.6%)
〈歳出〉

土木資 自鍍772む方向 α3.1%)
総務費 5億422ヲ万円Cl8.5%)
教育繋 5億 J236万円(17.5%)

3億 1815万 円 00.9%)
3鐙 1751方 向 00.8%)
2鍛7137方向 (9.3%)

治紡援 7240万円 (2.49百)
労働藷 6481万 円 (2.2%)
その他 1億5259万 円 (5.2%)

重量一銭金計性質JJU決算額

@自主財源25億3247万 円 (82.6%)
・依脊財源 5告書3656万円Cl7.4%)
投翼経費13鰭5901万 円 (46.49百〉
f肖紫綬祭11億9600万 円 (40.8%)

41年度前説末〈百月〉予算は10会:

針金算で84億7057万円、一般会計は

2宮鰭4848方向と3官僚に近ずきまし

た-車空会計内の自主財源は85.1~語、;
投資的経費は43.1%といぜん高く、

環告別では①土木夜、③教脅費、③

総務費、④民主主索、③衛生費、の限.

会会計合事事 84億 円 の 収 支 は 収 入が:

79五 j
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一
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ラ
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十
五
人
の
指
導

市内に事務所や事業所がある法人

または{間人で、土地建物以外の

事業用圏定資産の所有者は、 1月
31日までに境却資産申告書を資産

税課へ。窃告が必要とみられる人

には12.月中iこ42年度申告書の用紙

をお送りしました。期日までにお

忘れなし申告が'"要なのに圏紙

がとどかないというような人は下

記の資産税嬬へご連結〈ださい。

保
管
所
で
は
生
活
の
規
律
も
つ
ち
か
わ
れ
る

保 fl
鍵Ldl
メえよ¥
そも議日

制)

可揮齢

、唖

21告

三主f量・市教育委員会、

平塚スキー協会主管、

2 J'l 4 Bヵ、ち長野県真

田認丁菅王子高原Xキ一場

で、参加定員先着80名

参加縫重量 Î  5，500内
(往復バス指定席4治)

、希望者は 1月初日ま

でに体育館肉体育課か

市内幸運動具底へε

m
T
 

帯同

時

県

、

国

旗

キ同スザ月

(平塚市教脊黍員会}



ふ | てから、 2日後に、必ず判定を受!

欝該当児・沼和36年 4月 2日-41年 l けでください、判定の結果、陰性|

9月3D日までに生れた乳幼児 (マイナス〉の人にはBOGをIil'
翻注意・ツベルタ Uンは、反応をみ! 撞します。

るための設却ですから、注討をレ|磯巡回日稜ー158以後一 l 
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第 183号

襲回公民館真土公民館

ノ官 公認書宮 古沢小学校

!百四之宮公民主宮

松原公民館

南原公民館

嘉士見公民館

花水公寝室富

須賀公民館

1Jl168 
!グ 17日
I 11 18B 
; グ 2主日
|グ 24日

H 288 
1 u 31臼

! 2月 18
グ 78
グ 8臼

11 14Eヨ
グ 15臼
グ 16日売昨J台武道場

霊盟判定とおOGの巡回日程

1月18日 重量密公民館 真こと公民館

グ 19臼加公民館吉沢小学校

// 20日 i日四之宮公民館
11 25臼 中馬ミ小学佼

グ 268 干'"包公民館松原公民館
グ 308 八嬬公民館南原公民館

2月 28 窓土路公民館
!I 38 花水公民館

グ 告白須賀公民館

H 1日臼 箆附台武道場

グ 16日花水公民館

J1 178 須賀公民主宮

グ 188 見附台武道場

霊童時間 a 午後 1時3D分 3持まで。

42年の火葬場の休日
宮、

〈第 3稜郵便物認可〉

自ぜ、吉と

ジフテリヤ

ツベルクリン 2活後に必ず判定を

通
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日曜日の急患

交代診療制で

日曜休診日の急替、を救5tこめ、平
塚市苦言富市会見一、交代診療市jを申し合

わせています。東海道を境いに
髄第 1・第 3日曜日は南側の陸路

観第2・第4日曜日は北側の庶民

が、原周りとして診療に応ずることに

主主っています。 これは、自白和:15年の

向会会員の申し合わせによるものす
でが、 「原詩jであってっとうにより

変aもある。自民主はあくまで休診日

であυ、設僚は緊急怒者に限るj と

されてい武す。以ょのhまか、市内の

救急病院は次のとおり

軍覇共済病5.%'" (22局 1950)
顔中南E記保;精密i':" (22腐っ015)
翻済生会病主主 (21関0520)
葱杏襲撃病弱。 (22関η3461
覇軍倉田病詰主 ー (22周0570)
富富永j寝間続!いけ令 (22同日715)

日ぜきと

ジフテリア

(7 ) 

i誌は襲北野覇

干智内世話オエ認を中心とするよ主古島幸代

2露i昭一問題

お気軽にご格談〈ださい一級言斎筋商工銭 (22) j同盟
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(8) 

推計入問
人口総数 140，172人

世帯総数 33，93B世帯

市域苗竣 67.88km2 

人口密度 2，065人
前月比世帯土器 127世予告

人口増 347人

市構地 76，134人(19，324世帯〉

大野 30，1811べ7，153" ) 

畳街・ 2，5301!( 562") 

神障 7，04911(1，622 11 ) 

描 易 .1，962rl( 389 fI ) 

問 時・ 1，717flC 334 1f ) 

金 翻 2，867nC 671!1) 

抱・ 7，868"(1，855 " ) 

土沢・ 3，814"( 711!!) 

金自・6'，010"(1.317 !1 ) 

(41.111 現在〕

第 183号

し
ま
す
。

マ
午
一
活
に
弱
っ
て
い
る
入
へ

z

横
浜
ゴ
ム
に
つ
と
め
る
一
一
掃

一
干
円
、
南
福
岡
相
官
属
源
太
郎
氏
一

円
〈
結
婚
初
年
記
念
)
、
横
渓

J
「

高
秀
孝
一
民
六
百
円
、
横
渓
コ
λ

騎
正
芳
氏
と
え
屋
炉
美
氏
二
百
円
、

黒
部
丘
山
口
平
八
氏
〈
小
川
開
制
自
〉
。

マ
進
知
半
額
へ

i

〈第3積郵便物認可〉

門
県
政
広
聴
告
の
掘
調
疑
か
b
M
市
内

に
は
、
普
通
高
校
を
は
じ
出
鶴
出
掛
a

農
業
む
各
潟
授
が
あ
り
、
抽
職
業
訓
練

所
の
中
に
は
定
時
制
む
技
術
綴
佼
も

併
設
さ
れ
、
充
実
レ
た
用
の
教
育
行

年
々
進
学
唱
が
高
く
な
る

現
状
で
は
、
高
校
進
学
り
競
争
は
、

ま
だ
、
当
分
続
く
も
の
と
息
わ
れ
ま

す
が
、
議
野
世
間
授
の
定
員
が
減
ら
さ

れ
る
と
也
伝
え
ら
れ
て
進
学
問
閣
の
子

を
持
つ
家
務
を
心
配
さ
せ
て
い
ま
す

ま
だ
、
新
婦
に
よ
る
と
、
体
位
は

向
上
し
た
が
、
体
力
拡
戦
前
よ
り
劣

る
と
い
5
ζ
£
で
す
。
進
学
な
ど
で

体
替
の
時
間
が
少
本
く
、

十
一
年
度
八
四
%
と
麗
く
古
っ
て
お

り
、
黒
内
で
も
鮪
倉
・
尚
南
地
区
で

八
九
%
平
塚
。
秦
野
地
区
で
八
四
%

と
高
率
で
あ
る
e
県
内
一
曜
に
考
え

ず
、
高
絞
り
募
集
定
員
は
学
区
む
進

学
骨
望
串
を
も
と
に
定
め
て
い
き
た

い
。
一
学
級
当
的
必
定
員
は
、
以
前

小
中
学
校
で
四
十
六
人
、
高
校
で
五

十
四
人
で
あ
っ
た
が
、
四
十
忽
度
に

普
通
高
校
五
十
二
人
、
職
業
高
校
四

十
四
人
と
な
り
、
四
十
二
位
産
の
目

標
は
普
通
ヤ
ボ
子
入
、
職
業
高
絞
で
四

十
人
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
交
部

省
令
に
も
と
ず
い
ず
決
め
て
い
る
。

学
日
組
織
に
つ
い
て
は
進
学
希
望
に

中
学
革
業
生
は
凶
十

桔
答
へ2

年
度
ム
ハ
万
開
干
九
宙

人
、
四
十
一
空
度
は
五
万
九
千
八
百

人
で
県
下
で
五
平
百
人
も
減
少
し
て

い
る
が
、
だ
か
ら
と
語
っ
て
、
世
間
校

の
定
員
を
減
ら
す
こ
正
は
考
え
て
い

添
い
。教

青
山
他
、
国
り
学
4

園
田
指
導
嬰
舗
に

も
と
ず
い
て
す
す
申
て
い
る
が
、
知

湾
偶
彊
の
声
も
あ
り
、
県
と
し
て
も

ζ
れ
を
検
討
し
た
い
。

(
津
浴
剤
師
州
事
の
回
答
〉

進
学
事
は
関
十
年
度
八
二
%
、
問

昭和 42年 1月15a 

P 

ひと
とζ

月 158fこ行己主主われる己

っていて神要望が7日地の黒部宮跡
地まで渡御されるのを例として

いた@と ζろが祭典の休み年と

もなあと?宮内の活者たちが無断

で神輿をかつぎ出し乱暴して慰

るとい5ので取り締紫りの方法

について協議したζとが重量いで
ある@瞥の若い衆たちはこんな

ζ とでもしないと 5ちにみなぎ

る意気の発散がで嘗主主かったら
しし、

も

tii?iiiiiァiiiiii;iiiiiiiii3izii
宮古事主中空白玉喜号 2雲皇宮五区 R4R皇官 l主主ZE自主主 ZZ基
るだなは ずつず Tこびさう人るほ 2乙績 ~ζ 、 も 怒っ子れ、チ 5 答 j

~ .毒事 i E4宇品ぞき事J出よよーとし 衣署警告雪子短去 宮
は とす みれる方謀になる嬢緩欝欝轡慾日晒h 省主 ほ 、 や と 分 る れ 教研 T官

4 キ言 宗孝喜半量き毛え麟安宅強調え薬事雪害示会毒 薬露警
実りたたで望!:! (;いのすこ Z欝絵轟〓副主説 嘗めまそ主主臨も す う り 疋 め

量五足 ~Á 霊場喜安手兵器 購諸麓関 云主主定書君君襲ぎ芸季定支

d詩詰22京詰hff日誌iii;32iqtiif
富E選選対日幻ロ主言王室雪 2玉三宮吋主主お暴言主議室日予5
事去へ雪君、さま君主事EIJ喜平 T星君額L主包すりこ商語妻手議つ与の

。暴言柁55喜子量五t:宅充ぞ表幸子キ 2ぎ喜ぶ器え言令警。覇き事季
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